
１．アルカリ金属の酸化物（テキストp.110）

２．Liの特異性（テキストp.110）

３．アルカリ金属の反応への応用

４．クラウンエーテル（テキストp.168-169）

第４回無機化学 講義内容



酸化物(oxide)
十分な量の酸素と高温で加熱

テキストp.110
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oxide 酸化物

peroxide 過酸化物

superoxide 超酸化物



酸化物(oxide)
十分な量の酸素と高温で加熱 テキストp.110



酸化数 0 -1/2 -1

活性酸素種の結合長：テキストp.183 表7.1



よりエネルギー必要

カチオンになるのに必要なエネルギー

KO2Na2O2Li2O



各々をイオン化
するのに必要な
energy

結晶格子を作って
安定化するエネルギー

トータルの
エネルギー利得

この値が小さい
ほど，安定化

Kapustinskiiの経験式
：実験式におけるイオンの総数，z+と z–：個々のイオ
ンの電荷，r+と r–：イオンの半径（pm)，計算結果の
単位は kJ/mol

(148 + 520)×2

（Kapustinskiiの式より求められる値）



Kapustinskiiの経験式

：実験式におけるイオンの総数，z+と z–：
個々のイオンの電荷，r+と r–：イオンの半
径（pm)，計算結果の単位は kJ/mol

Li2O

= －2972.22・・



各々をイオン化
するのに必要な
energy

結晶格子を作って
安定化するエネルギー

トータルの
エネルギー利得

この値が小さい
ほど，安定化

Kapustinskiiの経験式
：実験式におけるイオンの総数，z+と z–：個々のイオ
ンの電荷，r+と r–：イオンの半径（pm)，計算結果の
単位は kJ/mol



M+が大きい クーロン力が働きにくい

アニオンの安定性が重要
O2

-（超酸化物）> O2
2-（過酸化物） > O2-（酸化物）

M+が小さい クーロン引力が大きい

クーロン力が重要
O2

-（超酸化物）< O2
2-（過酸化物） < O2-（酸化物）

M+の大きさが関与

KO2

Li2O


